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裁
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の
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が
実
労
働
時
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短
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い
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デ
ー
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の
存
在
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
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を
送
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す
る
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衆
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議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
裁
量
労
働
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方
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働
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労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
八
条
の
三
又
は
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
み
な
し
労
働

時
間
制
度
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
の
中
で
も
、
そ
の
労
働
時
間
の
長
短
は
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
平
成
二
十
六
年
に
そ
の
結
果
を
公
表
し
た
「
裁

量
労
働
制
等
の
労
働
時
間
制
度
に
関
す
る
調
査
」
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
が
無
作
為
抽
出
し
た
当
該
調
査
の
対

象
事
業
場
（
以
下
「
調
査
対
象
事
業
場
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
調
査
の
対
象
労
働
者
（
以
下
「
調
査
対
象
労
働
者
」
と

い
う
。
）
の
う
ち
、
「
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
」
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し
た
も
の
の
一
か
月
の
平
均
の
実
労
働
時
間

が
「
通
常
の
労
働
時
間
制
」
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し
た
も
の
の
当
該
実
労
働
時
間
よ
り
も
長
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、

ま
た
、
機
構
が
無
作
為
抽
出
し
た
調
査
対
象
事
業
場
に
お
け
る
調
査
対
象
労
働
者
に
お
い
て
も
、
同
様
の
デ
ー
タ
が
あ
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。


